
日本人が一生のうちにがんになる確率
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「がん教育」

令和６年７月
墨田区教育委員会事務局指導室・墨田区保健衛生担当健康推進課

墨田区立小・中学校で

を行っています。

今、日本人の２人に１人が一生のうちに
がんになるといわれており、がんは日本人の
死亡原因のトップになっています。
墨田区では、総死亡数の約１/４（※1）ががんで亡く

なっています。

男性では
65.５％

（※2）

女性では
5１.2％

（※2）

●がんの仕組みやがん予防について学ぶことで、がんを身近な病気
としてとらえ、子供のうちからがんについての正しい知識を身に
付けます。

●子供だけでなく、家族でがんの予防等について考えていただき、
がんによる死亡を減らし、がんになっても自分らしく暮らせる地
域社会をめざします。

小学校６年生と中学校２年生を対象に、健康教育の一環として、がんの
仕組みやがん予防に関する正しい知識を学ぶ「がん教育」を行っています。
ご家庭でも、がんについて考えるとともに、健康や命の大切さについて、

お子様と話し合う機会を作ってみてください。

保護者の皆様へ

Ａ

（※1）出典：墨田の福祉－保健 令和４年データ
（※2）出典：国立がん研究センター「がん情報サービス」 2019年データ 生涯でがんに罹患する確率



※成人のがんについての一般的な知識を学ぶもので、小児がんについて学ぶものではありません。

● がんについて正しく理解できる
● 命の大切さについて考える
● がんについて科学的に理解できる
● 地域の状況、保健活動を知る

１時間目
「がんのことをもっと知ろう」
① がんとはどんな病気？
② がんを予防するためには？

２時間目
「もしも身近な人ががんになったら」
① がんの治療・緩和ケア
② がんになった方のお話を聴きましょう

基本的には、保健学習の中で２時間の授業を行います。
養護教諭や担任・体育科教員による授業と、外部講師

（医師や患者経験者等）による体験談を交えて授業を行います。

※授業を実施するにあたり、家族をはじめとした身近な人に、がんの治療中等の方がいるお子さん
への心理的配慮を行った上で授業を進めていきます。

墨田区では小・中学校におけるがん教育を重要な課題と捉え、平成27年に区立小・
中学校各１校でモデル授業、平成29年より区立全校でがん教育を実施してきました。
国や都の示す「がん教育の在り方」を踏まえ、教育委員会事務局指導室と保健計画課
（現 健康推進課）が連携しながら、誰でも指導できる教材「がん教育パッケージ」を
開発し、医師や患者経験者をゲストティーチャーとして派遣する仕組みを作りました。
学校医や墨田区医師会とも連携し、学校に実態に合わせた、よりよい「がん教育」を今
後も実施していきます。

小学校６年生、中学校２年生
※保健学習で体や病気について学ぶ学年

例



Ｑ

「墨田区がん対策推進会議」の専門部会（がん教育部会）にお
いて、保健所との協働で学習教材を作成しました。

がんの早期発見について学習します。 がんの治療方法や緩和ケア、チームケアに
ついて学習します。

がん教育では、がん経験者等を招いた授業を実施します。外部講師から
お話を伺うことで、身近な人ががんになった時にどう接するとよいか、自分は
何ができるかを考えるとともに、命の大切さについて学びます。
（がん経験者の体験談を収録したDVDを活用する場合もあります。）

がんとは、どんな病気かについて学習します。

がんの予防方法について学習します。

がんは、健康な人
でもなる可能性があ
るということについて
話し合いましょう。

保護者の方へ

規則正しい生活習
慣を確立することが、
がんの予防につなが
るということについて
話し合いましょう。

保護者の方へ

がんには、早期発
見、早期治療が大
切であることについて
話し合いましょう。

保護者の方へ

自分だったらがん患
者さんとどう接するか
話し合いましょう。



墨田区民のがんによる死亡率は、年々着実に下がってきています。

がんの死亡率を下げるために必要なことは、

まず、「がんを遠ざける生活習慣を心掛けること」
そして、「がん検診を受けて、早期発見・早期治療につなげること」です。

しかし、墨田区民のがん検診受診率は、
右の表のとおり、23区内で比べても低く
なっています。がんを早期発見するには
健康な時から定期的にがん検診を受診
することが大切です。

■胃がん検診 【検査方法】胃部エックス線検査（バリウム）【対象】40歳以上の区民
内視鏡検査 【対象】50歳以上の区民

■大腸がん検診 【検査方法】便潜血検査（検便） 【対象】40歳以上の区民
■子宮頸がん検診【検査方法】 視診・子宮頸部の細胞診 【対象】20歳以上の女性区民
■乳がん検診 【検査方法】マンモグラフィ検査 【対象】40歳以上の女性区民
■肺がん検診 【検査方法】胸部エックス線検査等 【対象】40歳以上の区民

区のがん検診は 無料または低額の負担で
受けられます。
がん検診を受診するには、申込みが必要

です。右の「すみだ けんしんダイヤル」へ
電話でお申し込みください!

TEL 03－5608－1599
[受付時間]（祝日・年末年始を除きます）
月曜日～金曜日 午前９時～午後６時

がん検診申込み専用コールセンター

すみだ けんしんダイヤル

＜墨田区のがん検診一覧＞

がん教育についての問合せ先:墨田区教育委員会事務局指導室 TEL 5608-6307
がん検診についての問合せ先:墨田区保健衛生担当健康推進課 TEL 5608-8514

出典：東京都ホームページ「受けよう！がん検診」

がん検診の受診率（令和４年度）

検診の種類 墨田区の
受診率

東京都
平均

23区
順位

胃がん検診 9.2% 12.3% 19位

大腸がん検診 21.7% 21.8% 13位

肺がん検診 9.6% 11.9% 15位

子宮頸がん検診 20.3% 21.6% 16位

乳がん検診 23.7% 21.9% 13位

70

80

90

100

110

30年 令和元年 2年 ３年 ４年

墨田区

東京都

人
口
10
万
人
対

45

50

55

60

65

70

30年 令和元年 2年 ３年 ４年

東京都

墨田区
人
口
10
万
人
対

男性・がん死亡率
（75歳未満年齢調整死亡率・全てのがん）

女性・がん死亡率
（75歳未満年齢調整死亡率・全てのがん）


